
No.34　2012

1　 八重桜

No.34　2012

八重桜　 4

●発　行
　桜の聖母短期大学同窓会
●発行日  平成24年3月1日
〒960−8112
福島市花園町3−6
L・O 024−534−4572
（534−7137 短大事務室）

構
え
た
、来
日
80
周
年
の
年
で
す
。

　

旧
修
道
院（
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・

ブ
ー
ル
ジ
ョ
ワ
・
セ
ン
タ
ー
）は
、

震
災
の
被
害
で
、取
り
壊
さ
れ
ま
し

た
が
、学
生
時
代
に
蒔
い
て
い
た
だ

い
た「
愛
と
奉
仕
の
精
神
」の
種
は
、

私
た
ち
の
心
の
中
に
深
く
根
づ
き
、

大
輪
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　

復
興
元
年
の
こ
の
年
に
、80
年
前

に
来
福
し
、信
仰
と
教
育
の
礎
を
築

い
て
下
さ
っ
た
シ
ス
タ
ー
方
の
ご
苦

労
と
献
身
を
偲
び
、感
謝
し
な
が
ら

新
し
い
時
代
の
必
要
に
応
え
て
い

く
同
窓
会
活
動
を
展
開
し
て
い
く

　八重桜等の同窓会より発
送の文書類が戻ってくる数が
年々多くなっています。住所等
変更がありましたら同窓会事
務局までご連絡ください。尚、
同窓会費未納の方には、払込取
扱票を同封しております。

第
31
期
通
常
総
会

　
　  
　
事
業
計
画
、
役
員
決
ま
る

　

第
31
期
通
常
総
会
は
、
平
成
23
年
6
月

5
日
に
桜
の
聖
母
短
期
大
学
に
於
い
て
、

名
誉
顧
問
Sr.
柴
山
惠
子
理
事
長
、
Sr.
柴
田

香
代
子
学
長
代
行
、
同
窓
会
担
当
の
影
山

マ
チ
子
先
生
を
お
迎
え
し
、
新
役
員
の
選

出
、
会
報
の
発
行
な
ど
の
事
業
計
画
、
短

大
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
等
へ
の
支
援
事

業
計
画
を
決
め
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
東
日
本
大
震
災
で
卒

業
式
を
挙
げ
る
こ
と

の
で
き
な
か
っ
た
55

回
生
卒
業
謝
辞
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

3
ヶ
月
遅
れ
で
は
あ

り
ま
し
た
が
先
生
方

や
会
員
の
皆
様
方
に

祝
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

平成22年度卒業生の編入状況平成22年度卒業生の就職先【産業分類】

製造業 （株）グリーンハウス、 コープ食品（株）東北工場、
（株）菜花堂、 （株）蔵王ミート、 シダックス（株）、 他

電気ガス・水道業 （株）アポロガス

運輸・郵便事業  国際空港事業（株）、 東都観光バス（株）、 福島交通（株）、 他

卸売業・小売業 （株）スズキ自販福島、 福島中央青果卸売（株）、
東北コピー販売（株）、 福島日産自動車（株）、 他

金融・保険業 （株）北日本銀行、 （株）七十七銀行、福島商事（株）、 他

不動産・物品賃貸業 （株）サンクスホーム

学術研究・専門・技術 会津大学、 福島県立医科大学、 渡辺健寿法律事務所

生活関連業・娯楽 TBCグループ（株）、 （株）ニラク、 （株）ベガスベガス

教育・学習支援 西部三育幼稚園、 福島わかば幼稚園、 みその幼稚園、 他

医療・福祉業／医療 あづま脳神経外科病院、 板倉病院、 オリンピア眼科病院、
おの整形外科クリニック、 公立岩瀬病院、 近藤眼科、 他

医療・福祉業／福祉 あいあい保育園、 会津婦人会保育園、 ひまわり保育園、 他

医療・福祉業／栄養士 北福島医療センター、 さくらんぼ保育園、 須賀川病院、 他

複合サービス業 伊達みらい農業協同組合、 みちのく安達農業協同組合

サービス業 キョウワプロテック（株）、 （株）摺上亭大鳥、 （株）クリフ、
日本マクドナルド（株）、 （株）七福人、 （有）吉川屋、 他

公務員／国家公務員 自衛隊

公務員／地方公務員／保育士 郡山市、 福島市、 本宮市、 田村市（臨時）、 二本松市（臨時）

公務員／地方公務員／幼稚園教諭 桑折町（臨時）、 伊達市（嘱託）

公務員／地方公務員／一般行政事務 福島県（一般行政・初級）、福島市（一般事務・臨時）

大学名 学部 人数

筑波大学 情報学群 1⑴

宇都宮大学 国際学部 1⑴

埼玉大学 教養学部 10

山形大学 人文学部 1⑴

福島大学 人間発達文化学類 5⑸

福島大学 行政政策学類 1⑴

岩手県立大学 社会福祉学部 1⑴

東北学院大学 文学部 1⑴

石巻専修大学 理工学部 1⑴

宮城学院女子大学 学芸学部 1⑴

共立女子大学 国際学部 10

東京女子大学 現代教養学部 1⑴

日本社会事業大学 社会福祉学部 10

麗澤大学 外国語学部 1⑴

恵泉女学園大学 人間社会学部 1⑴

拓殖大学 外国語学部 1⑴

人間総合科学大学 人間科学部 1⑴

（編入学合格者数21名、うち入学者18名）

編
集
後
記

大
震
災
の
渦
中
に
新
役
員
で
踏
み
出
し
ま
し

た
。
№
34
号『
八
重
桜
』
縦
書
き
の
紙
面
に
し

て
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
発
行
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
多
く
の
方
々
の
ご
指
導
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
。
関
係
各
位
に
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

お ら知 せ
事務局より

■あかしや祭
　来年度のあかしや祭協賛については同窓生のための
集いの場にしたいと考えております。例年と違った活動
にしたいと思いますのでご協力よろしくお願いします。
■いこいの広場
　日程等が決まり次第ホームページでお知らせします。

第
31
期
同
窓
会
新
役
員

55 回 生 進 路　

こ
の
た
び
同
窓
会
会
長
の
大
役

を
お
引
き
受
け
い
た
し
ま
し
た
小

林
静
で
ご
ざ
い
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
3
・
11
東
日
本
大
震
災

に
お
い
て
、被
災
さ
れ
ま
し
た
皆

様
方
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
会
員
の
中
に
は
原
発

事
故
の
影
響
で
避
難
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
方
も
お
り
心
が

痛
み
ま
す
。一
日
も
早
く
復
興
し

震
災
前
の
生
活
に
戻
れ
ま
す
よ
う

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、今
年
は
桜
の
聖
母
短
大

の
設
置
母
体
コ
ン
グ
レ
ガ
シ
オ

ン
・
ド
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
の
5
人

の
シ
ス
タ
ー
が
、は
る
ば
る
カ
ナ
ダ

か
ら
来
日
し
、こ
の
福
島
に
居
を

会
　
長 

22
E 

小
林　
　

静

副
会
長 

22
K 

星　
　

万
弓

副
会
長 

21
D 

羽
二
生
厚
子

会
計
長 

26
K 

紺
野　

眞
弓

会
　
計 

18
E 

吉
田
裕
美
子

監
　
事 

14
D 

佐
々
木
利
戸

監
　
事 

15
K 

岸　
　

知
子

顧
　
問 

1
E 

阿
部　

カ
ネ

顧
　
問 

2
E 

岡
田　

洋
子

顧
　
問 

6
E 

平
田　

泰
子

顧
　
問 

12
K 

斎
藤　

良
子

顧
　
問 

12
K 

本
多　

和
子

顧
　
問 

15
E 

村
上　

優
子

詳細は事務局にお問い合せください。

同 窓 会 事 務 局
桜の聖母短期大学同窓会 （月・水／9：00〜16：00）
TEL・FAX 024−534−4572　Mail ssjc-dousoukai@cb.wakwak.com　URL http://www.sakuranoseibo.jp/

回
生	

会
員
名　
　
　
　
（
旧
姓
）	

逝
去
年
月
日

27
K	

安
藤
久
美
子
さ
ん（
黒
須
）	

20
・
9
・
7

32
K	

石
川
　
千
世
さ
ん	

22
・
2　
　

20
E	

西
山
真
起
子
さ
ん（
児
玉
）	

22
・
6　
　

37
E	

大
柳
　
佳
子
さ
ん（
佐
藤
）	

22
・
10
・
22

2
E	

半
沢
　
恭
子
さ
ん（
中
藤
）	

23
・
3
・
6

6
E	

黒
須
け
い
子
さ
ん	

23
・
3
・
27

7
E	

池
田
　
馨
子
さ
ん（
永
田
）	

23
・
7
・
8

元
桜
の
聖
母
学
院
幼
稚
園
長
・
小
学
校
長

シ
ス
タ
ー 

木
村
　
益
子
先
生	

24
・
1
・
22

元
桜
の
聖
母
短
期
大
学
図
書
館
司
書

	

佃
　
　
牧
子
様	

23
・
8
・
21

安
心
し
て
悩
め
る
地
域
の
拠
点
へ

　
　
　
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
長
補
佐
・
研
究
員

三
瓶
千
香
子

　

生
涯
学
習
に
は「
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。「
学
習
機
会
を
お

届
け
す
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。

2
0
1
2
年
、
桜
の
聖
母
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
は
開
設
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
さ
ら

に
、
東
日
本
大
震
災
後
の
東
北
を
復
興
す

べ
く
、
行
動
に
移
す
年
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
セ
ン
タ
ー
は
、
知
的
学
習
欲
の
あ
る

地
域
の
方
々
の
来
学
を
待
つ
ば
か
り
で
は

な
く
、“
外
へ
、
外
へ
”
の
意
識
を
改
め
て
強

く
持
と
う
と
決
意
し
ま
し
た
。
も
っ
と
い
え

ば
、
2
0
1
2
年
度
は“
外
へ
”
の
心
を
い
か

に
持
っ
て
い
た
だ
け
る
か
を
追
求
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
2
年
度
総
合
講
座
で
は
、「
安
心

し
て
悩
め
る
地
域
へ
」
が
テ
ー
マ
で
す
。
悩

ん
で
い
い
の
で
す
。
そ
れ
が
人
間
で
す
。
問

題
は「
安
心
し
て
」悩
め
る
地
域
に
な
っ
て
い

る
か
ど
う
か
、
な
の
で
す
。
そ
ん
な
地
域
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
呼
び
か
け
る
講
座
を

た
く
さ
ん
設
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
学
び
を

実
際
的
な
行
動
へ
移
せ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も

用
意
し
て
い
ま
す
。「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
」
で
す
。
地
域
づ
く
り
を
積
極
的

に
行
お
う
と
す
る
強
い
意
志
の
方
々
を
理
論

と
実
践
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
人
材
育
成
講

座
で
す
。

　

ま
さ
に
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は「
学
び

の
拠
点
」で
あ
り
、「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
」の
拠
点

と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
安
心
し
て
悩
ん
で

も
い
い
で
す
よ
と
い
う
声
を
発
す
る
拠
点
。

こ
れ
を
目
指
し
ま
す
。

〜桜の聖母生涯学習センターの今〜 お問い合せ先／TEL 024−535−2531

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。「
愛
と
奉
仕

の
精
神
」を
根
底
に
、聖
母
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
絆
が
更
に
強
ま
り
ま
す
よ

う
、母
校
が
ま
す
ま
す
発
展
し
地
域

社
会
に
貢
献
で
き
ま
す
よ
う
会
員

の
皆
様
と
ご
一
緒
に
励
ま
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

56
回
生
の
皆
様
へ

　

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。皆
様
の
上
に
神
様
の
祝
福
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
う
に
。お

元
気
で
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。

旧修道院への感謝と解体工事の
安全を祈る司祭と出席者（11月14日）

を
立
て
ま
し
た
。
模
型
は
旧
修
道
院
が
実
物
の

1
0
0
分
の
1
、
御
聖
堂
が
40
分
の
1
の
大
き

さ
で
す
。

　

な
お
、
解
体
の
日
程
変
更
に
伴
い
、
5
月
4

日
に
予
定
さ
れ
て
い
た「
お
別
れ
会
」は
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
修
道
会
来
日
80

年
の
感
謝
の
祈
り
は
、
来
日
当
日
の
10
月
20
日

に
、
修
道
院
が
主
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

時
代
の
必
要
に
応
え
て
い
く
活
動
を

桜
の
聖
母
短
期
大
学
同
窓
会 

会
長
　
　
小
林
　
　
静

（
英
語
学
科
22
回
生
）

編集：「八重桜」編集委員会　　印刷：タカラ印刷株式会社

旧「
修
道
院
」模
型
で
復
元
へ

（
任
期
2
年
）

　

東
日
本
大
震
災
で
被
害
を

受
け
た
旧
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
修

道
院
の
解
体
工
事（
平
成
23

年
11
月
14
日
に
開
始
）
は
ほ

ぼ
終
了
し
、
思
い
出
を
こ
め

た
資
料
館（
仮
称
）
が
、
短
大

校
舎
2
階
に
準
備
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
同
窓
会
で
は
、

旧
修
道
院
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を

資
料
館
に
寄
贈
す
る
計
画

思い出永遠に
惜しまれつつ解体

100分の1の模型で復元される修道院
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桜
の
聖
母
短
期
大
学  

学
長
　
　

遠
藤
　
静
子 

CND

　

私
た
ち
は
、
2
0
1
1
年
3
月
11
日
、
14
時

46
分
、
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
規
模
の
大
震
災

に
遭
遇
し
、
間
も
な
く
一
年
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
震
災
で
、
私
た
ち
の「
死
生
観
」は
、
根

底
か
ら
変
え
ら
れ
ま
し
た
。
人
間
の
小
さ
さ
を

実
感
し
、
自
然
や
人
々
と
共
生
す
る
こ
と
を
強

く
意
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
学
生
は
、
つ
ら
い
経

験
を
通
過
し
て
、
現
実
を
直
視
し
、
ひ
と
ま
わ

学
長
就
任
に
あ
た
っ
て
、「
育
て
た
い
学
生
の
姿
」を
思
い
描
く

第3回ホームカミングデー

恩
師
を
囲
み
和
や
か
に

5
E
　
片
倉
美
和
子

　

広
い
会
場
の
前
中
央
に
設
け
ら
れ
た
私

達
の
席
、こ
の
席
を
マ
ザ
ー
今
泉
と
共
に

50
年
前
の
級
友
が
丸
く
囲
み
ま
し
た
。先

生
は
背
筋
も
伸
び
、声
も
若
々
し
く
嬉
し

い
限
り
で
し
た
。

　

一
人
一
人
の
近
況
報
告
で
は
、辛
い
経
験
も

さ
ら
り
と
話
せ

る
年
齢
に
な
っ

た
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。

　

5
E
は
、
原

発
事
故
で
出
席

辞
退
も
あ
り
、

出
席
5
名
で
し

た
が
、駅
で
別
れ

る
ま
で
余
韻
を

楽
し
み
ま
し
た
。

学
生
時
代
に
戻
り
談
笑

6
E
　
佐
々
木
久
子

　

古
希
を
迎
え
た
年
齢
に
達
し
た
こ
と
に

戸
惑
い
を
感
じ
る
一
方
、母
校
を
懐
か
し

く
思
い
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

震
災
の
影
響
も
あ
り
6
回
生
は
13
名
の
出

席
で
し
た
が
懐
か
し
さ
で
皆
、興
奮
気
味
。

　

美
味
し
い
お
料
理
や
恩
師
に
お
目
に
か

か
り
、温
か
い

お
祝
辞
、会
か

ら
の
記
念
品

を
頂
き
す
っ

か
り
学
生
時

代
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
。

　

夜
は
飯
坂

温
泉
に
宿
泊

し
ま
し
た
。

「
愛
と
奉
仕
」思
い
新
た

15
K
　
森
　
　
和
枝

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
出
席
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
て
、
諸
先
生
・
先
輩
・
後

輩
の
方
々
と
と
て
も
温
か
く
心
地
良
い
雰

囲
気
の
中
で
時
間
を
過
ご
す
事
が
出
来
、

桜
の
聖
母
で
過
ご
し
た
2
年
間
は
本
当
に

素
晴
し
く
な
ん
と
密
度
の
濃
い
も
の
で

あ
っ
た
と
確
信
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
桜
の
聖
母
の
卒
業
生
と
し

て
、社
会
の
中

で
何
か
の
お

役
に
た
つ
事

が
出
来
ま
す

よ
う「
愛
と
奉

仕
の
精
神
」を

持
っ
て
日
々
精

進
し
て
い
き

た
い
と
思
い

ま
す
。

笑
顔
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

16
D
　
小
泉
　
玲
子

　

還
暦
と
い
う
節
目
に
大
震
災
が
起
き
、

忘
れ
ら
れ
な
い
年
と
な
り
ま
し
た
。そ
ん

な
中
、40
年
ぶ
り
に
会
う
16
回
生
、科
が

違
っ
て
い
て
も
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、昔
話

に
近
況
と
会

話
が
弾
み
ま

し
た
。先
生
方

や
級
友
の
沢

山
の
笑
顔
に

接
す
る
機
会

を
得
る
事
が

で
き
嬉
し
く

感
謝
の
一
日

で
し
た
。

第31期通常総会に招待した
第55回生から感想が
よせられました

　
　
第
55
回
生  

英
語
学
科

猪
本
　
恵
美

　

2
年
間
の
総
括
で
あ
り
、人
生
の
節
目
で
も

あ
る
卒
業
式
を
迎
え
る
こ
と
な
し
に
聖
母
を
後

に
し
た
私
達
、第
55
回
生
は
、ど
こ
か
や
る
せ
な

い
思
い
を
持
ち
続
け
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
時
、

先
輩
方
の
ご
配
慮
に
よ
り
、卒
業
を
祝
う
機
会

を
持
つ
こ
と
が
で
き
、友
人
や
先
生
方
へ
言
い

残
し
て
い
た
感
謝
や
別
れ
の
挨
拶
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
、晴
れ
ば
れ
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、あ
の
式
を
機
に
再
び
卒
業
の
喜
び
を
友

人
と
共
に
か
み
し
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

あ
の
よ
う
な
場
を
設
け
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩

方
に
、
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

　
　
第
55
回
生  

生
活
科
学
科
食
物
栄
養
専
攻

伊
藤
さ
つ
き

　

大
震
災
に
よ
り
卒
業
式
で
謝
辞
を
読
む

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
卒
業
生
に

謝
辞
を
送
っ
て
下
さ
り
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
で
発
表
す
る
場
を
設
け
て
下
さ
っ
て
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
支
え
て
下
さ
っ
た

全
て
の
皆
様
に
言
葉
に
し
て
伝
え
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
、
読
ん
だ
後
は
達
成

感
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
で
は
、
毎
年
春
と
秋
の
2
回
花
の
植
替
え

を
し
て
い
ま
す
。
学
生
通
用
門
と
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
南
側
入
り
口
前
に
プ
ラ
ン
タ
ー
2
鉢
ず
つ
置
い

て
あ
り
ま
す
。
尚
、
短
大
正
面
玄
関
前
の
花
壇
整
備

の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
7
月
30
日
に

短
大
に
於
い
て
、

「
冲
方

丁
、
そ
の
世
界

—

本
と
学
び
へ
の
い
ざ
な
い

—

」

と
題
し
講
演
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
1
4
0

名
で
講
演
会
後
の
サ
イ
ン

会
も
大
盛
況
で
し
た
。

花
壇
整
備

冲
方
　
丁 

講
演
会

り
大
き
く
成
長
し
て
、頼
も
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
か
ら
短
大
の
責
任
を
持
つ
こ
と
に
な
っ

た
私
は
、「
震
災
後
を
ど
の
よ
う
に
生
き
る
べ

き
か
、
何
を
な
す
べ
き
か
」
と
問
う
て
い
ま
す
。

私
の
信
仰
は
、「
人
生
に
起
こ
る
こ
と
に
は
、

必
ず
意
味
が
あ
る
」
と
教
え
て
く
れ
る
か
ら
で

す
。
こ
の「
時
の
し
る
し
」
か
ら
何
か
を
読
み
と

り
、
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
在
学
者
は
3
7
6
名
。
転
学
や
退
学
を

す
る
学
生
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
放
射
能
と

い
う
、
先
行
き
の
見
え
な
い
不
安
と
闘
い
な
が

ら
、
耐
え
て
、
頑
張
っ
て
い
る
学
生
た
ち
は
、

東
北
の
復
興
に
確
か
に
力
に
な
る
で
し
ょ
う
。

今
後
し
ば
ら
く
、
福
島
で
学
ぶ
学
生
が
、
震
災

前
よ
り
減
少
す
る
と
し
て
も
、
私
た
ち
は
、
創

立
当
初
の
気
構
え
と
熱
意
に
立
ち
返
っ
て
、
再

生
を
図
る
時
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

創
立
期
の
桜
の
聖
母
短
期
大
学
は
、「
専
門
的

能
力
と
技
能
・
人
間
的
強
さ
と
品
性
・
国
際
的

セ
ン
ス
と
語
学
力
」
を
身
に
つ
け
て
、
保
護
者

や
周
囲
の
人
に
も
そ
れ
が
見
え
る
教
育
を
し
て

き
ま
し
た
。
今
、
私
が
イ
メ
ー
ジ
す
る「
桜
の
聖

母
短
大
で
育
て
た
い
学
生
の
姿
」
は
、
創
立
の

と
き
の
こ
の
イ
メ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

○
主�

体
性
を
発
揮
し
て
生
き
る
、「
強
い
女
性
」

○�

学
生
各
自
の
い
の
ち
の
中
に
あ
る
、「
な
り
た

い
自
分
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
ち
、
あ
き
ら
め

な
い
で
自
分
の
使
命
を
生
き
る
女
性

○�

学
問
と
実
生
活
を
し
っ
か
り
繋
げ
ら
れ
る
実

践
的
女
性
で
す
。

　

さ
あ
、
新
し
い
生
命
を
受
け
て
、
歩
き
続
け

ま
し
ょ
う
。
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あ
か
し
や
祭
が
平
成
23
年
11
月
6
日
開

催
さ
れ
、
同
窓
会
で
は
バ
ザ
ー
、
コ
ー
ヒ
ー

コ
ー
ナ
ー
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、

沢
山
の
方
々
に
来
て
い
た
だ
き
盛
況
で
し

た
。
今
回
の
バ
ザ
ー
に
は
、
同
窓
生
か
ら
の

あ
か
し
や
祭

バ
ザ
ー
会
場

コーヒーコーナー

設
立
準
備
委
員
長
　
　
　
　

　
2
E
　
岡
田
　
洋
子

　

平
成
23
年
10
月
22
日
同
窓
会
二
本
松
支

部
（
大
玉
村
、
本
宮
市
を
含
む
）の
発
会
式                                                                           

が
二
本
松
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
同
窓
会
か
ら
は
小
林
静
会
長
を
は

じ
め
今
泉
ヒ
ナ
子
修
道
院
長
、
柴
田
香
代
子

元
学
長
、
同
窓
会
役
員
、
顧
問
の
皆
さ
ん
か
ら

励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
感
激
の
船
出
と

な
り
ま
し
た
。

　

式
後
、
大
山
忠
作

美
術
館
で
芸
術
鑑
賞

を
楽
し
み
実
り
あ
る

発
会
式
を
終
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

発
会
に
あ
た
り
、
お

力
添
え
を
い
た
だ
い

た
前
会
長
平
田
泰
子

さ
ん
と
実
行
委
員
の

皆
さ
ん
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

 

二
本
松
支
部
設
立

　
―
な
る
ほ
ど
聖
母
の
命
―

　

日
々
の
忙
し
さ
の
中
で
疲
れ
た
心
を
癒
す「
第
6

回
い
こ
い
の
広
場
」が
、
平
成
23
年
10
月
29
日
、
花
園

町
修
道
院
院
長
Sr.
今
泉
ヒ
ナ
子
先
生
を
リ
ー
ダ
ー

に
お
迎
え
し
て
参
加
者
17
名
で
開
催
し
ま
し
た
。

「
な
る
ほ
ど
聖
母
の
命
」
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
聖
書

朗
読
・
心
の
体
操
な

ど
が
あ
り
、
東
日
本

大
震
災
で
奪
わ
れ
た

多
く
の
命
の
大
切
さ

を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
自
分
の
心
と
向

き
合
う
時
間
を
持
つ

こ
と
が
で
き
、
有
意

義
な
一
日
で
し
た
。

花園町修道院御聖堂にて

供
出
品
の
ほ
か
に
、
姉
妹
校
の
明
治
学
園
の

卒
業
生
の
方
か
ら
沢
山
の
衣
類
を
送
っ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旧
修
道
院
で
使
用
し
た
食
器
や
花

器
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
大
勢
の
方
が

解
体
さ
れ
る
旧
修
道
院
の
思
い
出
と
し
て
ご

協
力
下
さ
い
ま
し
た
。

　

収
益
金
は
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
ブ
ー
ル
ジ
ョ

ワ
・
セ
ン
タ
ー
に
寄
付
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

各
方
面
か
ら
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
に
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
よ
り
御
礼
と
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。


